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深い dimple, 2)臀裂偏倚, 3)皮膚変色・血管腫・異常毛髪などの皮膚異常。 
 
結果 




Group 1には 6例(5.8%)、Group 2には 8例(7.8%)、Group 3には 10例(9.7%)、Group 4には 79例
(76.7%)が含まれ、脊髄係留解除術は Group 1と 2の患児(14例: 13.6%)が適応となっている。全例に手

















 田村 剛一郎 氏は、小児に、特に診断の困難な新生児・乳幼児おける仙尾部の外観上軽度の皮膚陥
凹である dimple が潜在性二分脊椎に関連している可能性を示唆し、潜在性二分脊椎を早期に診断する
ためには、dimpleを有する症例では Magnetic Resonance Imagingと泌尿器学的検査の組み合わせの診
断を行うことが有用であることを示している。これらの検討結果および診断の有用性は、これまでその
診断が曖昧になっていた dimple を有する小児患者への対応、さらにはその中に存在する潜在性二分脊
椎を早期診断することや、その治療へと道を作る有用な研究成果であると考えられる。 
 
平成３０年１０月３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定
した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
